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① 性 別全 例行った｡質問
紙は,ブルームの教育目標分類を参考に
し,特に情意 ･精神運動領域について,受診行動へ
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(彰 糖尿病の合併症【治療中断有 ｣ 治療中断無⑤
糖尿病以外の疾病い 台療中断有 ｣ 治療中断無
⑥治療中断の理由 NJ80 10 20304050 60708090-_I__｣ー ⊥_____⊥___l L _] -_.▲
_.自覚症状がない 食事療法
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2 名 (71%)は,その理由を内的な ｢努力の仕
5 万｣に帰属させていた｡また,｢やや管理不可
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